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後
援
／
赤
池
町
・
赤
池
町
商
工
会
 

l示 
I 

山
路
智
恵
ち
ゃ
ん
は
三
年
前
 

の
四
月
六
日
、
東
京
・
三
鷹
市
 

立
第
七
小
学
校
に
入
学
し
た
。
 

そ
の
日
か
ら
一
日
も
欠
か
さ
ず
 

絵
手
紙
を
描
き
続
け
て
千
日
に
 

な
っ
た
。
そ
れ
が
「
智
恵
の
絵
 

手
紙
1
0
0
0

日
」
（
雄
鶏
社
）
 

と
い
う
本
に
な
っ
た
▼
入
学
式
 

の
日
に
描
い
た
絵
は
、
お
母
さ
ん
に
読
 

ん
で
も
ら
っ
た
本
の
話
。
千
日
目
の
絵
 

は
、
濃
い
緑
の
ヒ
イ
ラ
ギ
の
葉
に
真
っ
 

赤
な
実
が
鮮
や
か
で
、
絵
に
は
短
い
言
 

葉
を
添
え
て
あ
る
 
「
や
っ
た
よ
ー
・
絵
手
 

紙
千
日
目
。
先
生
わ
か
っ
て
こ
の
気
も
 

ち
。
う
れ
し
い
、
う
れ
し
い
、
う
れ
し
 

い
よ
」
▼
大
き
な
夢
と
可
能
性
を
持
っ
 

た
子
供
た
ち
の
た
め
に
、
親
や
周
り
の
 

大
人
は
、
何
を
し
て
や
れ
る
か
。
四
月
 

の
新
学
期
か
ら
学
校
に
あ
が
る
新
一
年
 

生
。
真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
、
は
じ
め
 

て
目
に
す
る
教
科
書
、
筆
箱
、
消
し
ゴ
 

ム
。
子
供
た
ち
は
き
っ
と
、
今
ま
で
と
 

は
違
っ
た
新
し
い
も
の
を
、
身
体
じ
ゅ
 

う
で
感
じ
と
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
 

人
生
だ
れ
し
も
「
節
」
が
あ
る
▼
三
月
 

十
五
日
、
「
赤
池
町
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
 

（
山
下
委
員
長
）
は
、
い
わ
ゆ
る
「
一
億
 

円
の
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
」
 
に
つ
い
て
 

町
民
の
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
や
ア
ン
ケ
ー
 

ト
、
意
見
を
も
と
に
、
二
億
円
の
基
金
 

を
積
立
て
そ
の
利
息
を
使
っ
て
 
「
童
謡
 

の
町
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
よ
う
、
日
 

野
町
長
に
答
申
し
た
。
赤
池
町
の
再
生
、
 

こ
の
答
申
を
大
き
な
「
節
」
と
し
た
い
。
 



、
m

赤
字
財
政
再
建
 

準
用
団
体
か
つ
・
 

ー
さ
ら
に
厳
し
い
財
政
構
造
ー
 

平
成
三
年
度
の
一
般
会
計
予
算
が
、
三
月
議
会
で
決
ま
り
ま
し
た
。
 

予
算
総
額
は
、
四
十
六
億
二
千
九
百
七
十
ニ
万
円
で
、
前
年
に
比
べ
五
・
五
パ
ー
 

セ
ン
ト
減
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
緊
迫
し
た
財
政
構
造
の
中
で
、
ギ
リ
ギ
リ
の
状
 

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
依
然
好
転
さ
れ
な
い
財
政
状
況
の
中
で
、
平
成
ニ
年
度
決
 

算
見
込
み
で
も
、
四
億
五
千
万
円
の
赤
字
が
見
込
ま
れ
、
実
質
収
支
率
は
赤
字
の
十
 

九
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
（
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
と
赤
字
財
政
再
建
準
用
団
体
）
 

と
な
り
そ
う
で
す
。
 

こ
の
赤
字
の
原
因
の
主
な
も
の
は
、
過
去
石
炭
産
業
の
衰
退
に
よ
る
後
遺
症
 
対
 

策
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
事
業
の
推
進
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
で
、
産
炭
地
振
興
 

策
と
し
て
、
失
業
対
策
事
業
を
地
方
債
（
借
金
）
に
依
存
し
て
き
た
こ
と
と
、
地
域
 

改
善
対
策
事
業
の
単
独
分
（
国
の
補
助
対
象
と
な
ら
な
い
も
の
）
に
つ
い
て
、
多
 

額
の
地
方
債
を
実
施
し
て
き
た
こ
と
、
更
に
補
助
制
度
に
乗
ら
な
い
町
単
独
事
業
 

を
お
こ
な
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
、
膨
大
な
借
入
れ
金
が
、
今
日
の
公
債
費
の
増
高
を
 

招
き
、
財
政
状
況
を
悪
化
さ
せ
た
大
き
な
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

平
成
三
年
度
は
、
赤
字
財
政
再
建
準
用
団
体
適
用
の
問
題
を
か
か
え
、
い
よ
い
よ
 

正
念
場
を
迎
え
た
年
に
な
り
そ
う
で
す
。
 

依
然
苦
し
い
自
主
財
源
 

町
の
収
入
は
、
町
税
や
使
用
料
、
手
 

数
料
な
ど
町
が
自
ら
確
保
で
き
る
自
主
 

財
源
と
、
地
方
交
付
税
や
、
国
・
県
か
ら
 

の
支
出
金
、
町
債
（
借
入
金
）
な
ど
、
 

ほ
か
か
ら
収
入
す
る
依
存
財
源
と
で
成
 

り
た
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
自
主
 

財
源
が
予
算
全
体
の
一
一
十
」
ハ
・
六
％
を
占
 

め
て
い
ま
す
が
、
こ
の
数
字
が
多
い
ほ
 

ど
、
そ
の
町
で
自
由
に
使
え
る
お
金
が
 

あ
り
、
財
政
運
営
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
 

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 
一
般
的
に
三
割
 

自
治
と
い
わ
れ
る
の
は
、
こ
の
自
主
財
 

源
が
三
割
と
い
う
意
味
で
す
。
 

●
町
税
は
7

・9

％
の
伸
び
 

自
主
財
源
で
、
大
き
な
割
台
を
占
め
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3
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9,960万円 
8,485 万円 
1,000 万円 
726万円 
200 万円 

費
費
金
費
費
 

防
会
如
工
備
 

消
議
諸
商
予
 

その他 
(4 .3 %) 

農林水産費1億4,960 万円（3.2 %)

⑧
 

災害復旧費1億5,948 万円（3.4 %)

1 

公
債
費
（
借
入
金
d
遮
還
）
が
重
く
白
 

支
出
の
中
で
一
番
大
き
な
割
合
を
占
 

め
て
い
る
の
が
公
債
費
で
す
。
こ
れ
は
、
 

赤
池
町
が
、
国
や
県
か
ら
お
金
を
借
り
 

入
れ
た
返
済
金
で
す
。
公
債
費
が
多
い
市
 

町
村
は
、
筑
豊
に
片
寄
っ
て
い
る
の
も
 

事
実
で
す
。
産
炭
地
、
過
疎
、
等
々
地
 

域
独
自
の
問
題
が
依
然
と
し
て
強
い
こ
 

と
が
あ
り
ま
す
。
再
建
準
用
団
体
も
同
 

じ
田
川
郡
内
の
方
城
町
、
香
春
町
に
見
 

て
い
る
の
は
、
諸
収
入
と
町
税
で
す
。
 

諸
収
入
は
、
受
託
事
業
収
入
や
、
預
 

金
利
子
、
育
英
資
金
返
還
の
貸
付
金
元
 

利
収
入
と
、
雑
入
と
し
て
、
公
共
施
設
 

の
鉱
害
復
旧
を
は
じ
め
、
失
業
対
策
事
 

業
の
就
労
者
保
険
料
、
基
金
と
り
く
ず
 

し
金
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年
よ
り
、
 

十
九
・
五
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

町
税
の
主
な
も
の
は
、
町
民
税
（
個
 

人
・
法
人
）
と
固
定
資
産
税
で
、
こ
の
ー
ー
 

つ
で
町
税
全
体
の
八
十
九
％
を
占
め
て
 

い
ま
す
。
町
民
税
で
は
、
個
人
の
所
得
 

割
の
税
率
が
〇
・
二
％
改
定
さ
れ
た
こ
 

と
、
固
定
資
産
税
で
は
、
家
屋
課
税
標
 

準
額
が
伸
び
た
こ
と
な
ど
で
、
七
・
九
 

％
の
増
収
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
 

●
地
方
交
付
税
減
収
見
込
み
 

収
入
の
中
で
一
番
大
き
な
割
合
を
占
 

め
て
い
る
の
は
、
地
方
交
付
税
（
国
が
 

微
収
し
た
税
金
の
一
部
を
市
町
村
へ
交
 

付
す
る
も
の
）
で
す
。
ふ
る
さ
と
づ
く
り
 

資
金
や
、
産
炭
地
振
興
事
業
、
地
域
改
 

善
対
策
事
業
の
実
施
に
よ
る
交
付
金
な
 

ど
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
国
の
財
政
 

方
針
と
の
絡
み
で
、
八
・
六
％
の
減
収
 

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
 

国
庫
支
出
金
や
県
支
出
金
、
町
債
は
 

制
度
事
業
中
心
に
し
ぼ
り
、
抑
制
し
て
 

い
る
た
め
、
国
庫
支
出
金
五
％
、
県
支
 

出
金
二
十
六
％
、
町
債
十
六
％
の
減
収
 

見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

ら
れ
る
よ
う
に
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
い
 

ま
す
。
昨
年
よ
り
三
二
％
の
増
加
と
な
っ
 

て
い
ま
す
。
 

他
の
費
目
は
、
前
年
度
よ
り
減
額
予
 

算
と
な
っ
て
お
り
、
厳
し
い
内
容
に
な
っ
 

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
歳
出
項
目
の
 

概
要
を
説
明
し
ま
す
。
 

■
労
働
費
 

失
業
対
策
事
業
に
使
わ
れ
る
お
金
で
 

す
。
雇
用
対
策
と
同
時
に
町
づ
く
り
に
 

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
 
道
 

路
の
整
備
や
水
路
、
工
場
団
地
の
整
備
 

な
ど
行
い
ま
す
。
 

■
民
生
費
 

み
な
さ
ん
の
福
祉
に
関
す
る
経
費
に
 

使
わ
れ
ま
す
。
老
人
福
祉
や
児
童
福
祉
 

を
は
じ
め
、
国
民
年
金
、
隣
保
館
運
営
、
 

産
炭
地
振
興
費
の
活
動
助
成
な
ど
に
使
 

わ
れ
ま
す
。
 

■
総
務
費
 

役
場
の
一
般
管
理
、
公
有
財
産
管
理
、
 

住
民
基
本
台
帳
、
徴
税
費
、
選
挙
関
係
 

●特定地域開発就労事業 4億2374 万円 

●産炭地域開発就労事業 2億4130 万円 

●一般失業対策事業 7160 万円 

●農道改良工事など 4056 万円 

●道路橋りょう改良工事 l 億6037 万円 

●過疎道路改良事業 1612 万円 

●ぽた山防災工事 5858 万円 

’消防車購入 975 万円 

●災害復旧費 690 万円 

●鉱害復旧費 7746 万円 

●童謡まつり 2535 万円 

●ダム建設負担金（伊良原ダム）1 161 万円 

●下田川衛生組合負担金 1億1588 万円 

●集会所建設 25 

●パソコン購入（中学校） 4 

●童謡ミュージックチャイム（3基） 

●企業誘致推進費 

●平成ちくほう鉄道負担金 

20 万円 

50万円 

630 万円 

100 万円 

42 万円 

地方譲与税 6,164万円 

そ の 他 利子割交付金 1,018 万円 

1 億850 万円 自動車取得税交付金3,414 万円 

(2.3 %） そ の 他 254 万円 

) 

費
用
に
使
わ
れ
ま
す
。
 

■
繰
上
充
用
金
 

前
年
度
の
歳
入
不
足
に
充
て
た
お
金
 

で
す
。
 

■
教
育
費
 

学
校
の
運
営
費
や
、
青
少
年
、
子
供
 

会
活
動
の
経
費
、
公
民
館
活
動
や
ス
ポ
ー
 

ッ
大
会
の
経
費
な
ら
び
に
グ
ラ
ン
ド
や
 

球
場
の
管
理
に
充
て
ら
れ
ま
す
。
 

■
衛
生
費
 

環
境
づ
く
り
と
み
な
さ
ん
の
健
康
づ
 

く
り
経
費
に
使
わ
れ
ま
す
。
各
種
検
診
、
 

予
防
接
種
や
し
尿
処
理
な
ど
で
す
。
 

■
土
木
費
 

道
路
の
維
持
補
修
や
、
町
営
住
宅
の
 

維
持
管
理
に
使
わ
れ
ま
す
。
 

■
災
害
復
旧
費
 

災
害
や
鉱
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
 

公
共
施
設
な
ど
の
復
旧
に
使
わ
れ
ま
す
。
 

■
農
林
水
産
業
費
 

農
業
の
振
興
経
費
に
使
わ
れ
ま
す
。
 

か
ん
が
い
施
設
や
農
道
、
溜
池
、
水
路
 

受託事業収入 8,210万円 

町預金利子 1,000 万円 

雑 入 4億7,469 万円 

貸付金元利収入 46 万円 

―般会計 

当初予算の推移 48億9665万円 

\ 
、 

へ ＼ 
＼● 

46億2972万円 

命42億7465万円 

た／て● 
、廻／40億9578万円

分担金及び交付金1億2,270 万円（2.7 %) 

42億7302万円 

一ー一一 使用料及び手数料 

な
ど
の
維
持
補
修
や
農
業
委
員
会
、
国
 

土
調
査
経
費
な
ど
で
す
。
 

■
消
防
費
 

み
な
さ
ん
の
安
全
を
守
る
経
費
で
す
。
 

消
防
団
の
経
費
や
、
防
犯
灯
の
設
置
、
 

田
川
地
区
消
防
組
合
負
担
金
に
使
わ
れ
 

ま
す
。
 

■
議
会
費
 

赤
池
町
議
会
議
員
の
活
動
に
要
す
る
 

お
金
で
す
。
報
酬
、
調
査
研
究
費
、
共
 

済
掛
金
、
議
長
会
な
ど
に
使
い
ま
す
。
 

その他（1.5%）財産収入4】250 万円繰入金2,799 万円



(5) 

訪問看護や り ます 

赤池町立病院 

高齢化社会が進むなかで、老人病の比較的軽 

い症状の方は、着護が家族の手にゆだねられる 

事も多くなると思います。 

そこで、暖かい家族の手で介護されている方 

の看護上の相談や援助のため、町立病院では、 

外来看護の一端として訪間看護、在宅ケアーを 

始めました。 

内容は、体の動かし方（リハビリをしたい） 

髪の洗い方、体のふき方、排潜の介助、寝巻の 

着替え方、床ずれの手当、食事について、チュー 

プや医療器具をつけて退院される方、又は、 看 

病で共倒れになりそうな方、病気で一人暮しの 

方、家族で最期を看とりたいなど、困った事が 

あれば、何でも相談して下さい。 

ケアーの内容及び訪問回数は、その患者さん 

の症状、介護の程度によって決めますが、 月に 

2回位定期的に訪間することを基本としますが、 

症状によっては頻繁になります。又、在宅ケアー 

中に一時的に状態が悪くなれば入院し、症状が 

好転すれば在宅にきりかえるなど、 ご本人、 主 

治医、ご家族との話し合いで決めていきます。 

いシ三事群縄零・／ン 
笑顔で相談に答える広瀬先生 

棒を使ってのリハビリ体操 

町長もー生けんめい 人口呼吸法 

伊加利人形浄瑠璃 

国 回 
素晴らしい郷土芸能ありがとう 
豊前の国伝承芸能「ふれあいコンサート」 

が、3月23日開催されました。 

このコンサートは、赤池町文化連盟（久原 

弘会長）が町民のみなさんに、郷土の芸能を 

知っていただくために行われたものです。 

伊加利人形浄瑠璃（田川市）をはじめ、岩 

戸神楽（赤村）、杖楽（川崎町）、お田植え祭 

（糸田町）、南木獅子舞（金田町）、そして地元、 

赤池少年少女合唱団とベル・アルモニア赤池 

のみなさんでした。 

ラケット握れば熱くなる 
＝第25回町民バドミントン大会＝ 

2月14日、勤労者体育館でバドミン 

トン大会が開かれました。 

大 会には、小学生から成人まで90人 

の男女が参加、ラケットを手にさわやか 

な汗を流しました。 

熱戦の結果は次のとおりです。 

・1位＝12 支所公民館 

・2位＝4支所公民 

・3位＝20支所公民館 オット負けんきネ（小藤vs 7支所より） 

好きなんです 赤池が 

「赤池生まれの赤池育ち、このまち 

が好きです」去る、3月24日、RKB 

毎日で放送された県政サロンで、河崎 

義江さん（松本1）がアシスタントを 

努め、赤池を売り込みました。 

河原の菜の花や、上野焼、鍛治屋さ 

んの紹介などありました。 
菜の花の中での撮影風景 

(4 ) 国 国 
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「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
委
員
会
」
（
山
下
 

し
て
い
る
n
 

一 

次
男
委
員
長
以
下
 18 

名
）
は
、
い
わ
ゆ
 

る
「
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
」
に
つ
い
て
、
 

昨
年
の
 10 

月
2

日
か
ら
、
9
回
に
及
ぶ
 

委
員
会
を
開
催
し
、
審
議
さ
れ
て
い
ま
 

し
た
。
 

多
く
の
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
ア
 

イ
デ
ア
や
ア
ン
ケ
ー
ト
、
意
見
を
も
と
 

に
次
の
内
容
で
答
申
さ
れ
ま
し
た
。
 

一
、
基
本
的
な
考
え
 

こ
の
事
業
は
、
地
域
自
ら
が
智
恵
と
 

情
報
を
結
集
し
、
ソ
フ
ト
事
業
を
想
定
 

本
町
は
、
豊
か
な
自
然
や
歴
史
、
文
 

化
的
資
源
等
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
 

ら
を
生
か
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
 

め
る
必
要
が
あ
る
。
 
ソ
フ
ト
事
業
の
資
 

金
と
し
て
「
赤
池
町
ふ
る
さ
と
づ
く
り
 

基
金
」
の
積
立
金
2
億
円
相
当
の
運
用
 

益
を
も
っ
て
あ
て
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
 

二
、
事
業
の
構
想
 

（
ソ
フ
ト
事
業
）
感
性
あ
ふ
れ
、
情
操
 

豊
か
な
人
づ
く
り
の
た
め
町
民
の
方
の
 

声
が
反
映
さ
れ
る
事
業
の
推
進
。
 

（
ハ
ー
ド
事
業
）
シ
ン
ボ
ル
事
業
と
し
 

て
検
討
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
 

こ
の
答
申
を
受
け
た
日
野
町
長
は
 

「
尊
重
し
、
事
業
の
堆
推
一
に
努
力
し
ま
す
」
 

と
述
べ
ま
し
た
。
委
員
の
皆
様
、
ご
苦
 

労
さ
ま
で
し
た
。
 

日野町長に答申書を渡す山下委員長 

21 世紀は我らが輝く，ノ 

「卒業おめでとう」 「先生も元気でね」 

去る3月に赤池中学校と市場小学校、 

上野小学校で卒業式が行われました。 

とくに、中学校を卒業されたみなさん 

は、義務教育を終え、期待と不安を胸に 

新しい第一歩を踏み出しました。 

21世紀を担なう若者として、あすの赤 

池の活力になってほしい、そんな期待を 

もっています。 
笑顔でさようならハイパチリ 

一1区子供会一 

陶器まつりを前に 

地域の美化清掃を 

3月24日、1区公民館に地域のこ 

どもが集まり、4 月の観光シーズンと 

上野焼陶器まつりを前に、空カン拾い 

をしました。 

会長の世良章彦さんの「1区をきれ 

にしよう。空カンやゴミを元気に拾 

いましよう」のあいさつで、一斉に空 

カンを拾いはじめました。 

アッ、あそこにもあるよ 

第10区 

「岩屋神社」出雲神分霊鎮座 

- 10周年記念神事ー 

去る、3月3日10区岩屋神社に 

おいて、区民のみなさんが多数参 

加し、10周年記念神事、並びに 

赤村大内田地区の皆さんのご好意 

により、 岩戸神楽が奉納され、 

楽しい1日を過ごしました。 
神楽を舞う赤村の皆さん 

保

健

婦

だ

よ

り

 

3
月
 17 

日
に
「
健
康
ま
つ
り
」
が
行
 

な
わ
れ
ま
し
た
。
早
朝
か
ら
の
ラ
ジ
オ
 

体
操
で
元
気
い
っ
ぱ
い
の
始
ま
り
で
す
。
 

又
、
ま
つ
り
に
も
多
く
の
方
々
に
参
 

加
し
て
い
た
だ
き
、
健
康
に
興
味
を
示
 

ア～ンこの歯は大丈夫かな歯科検診 

し
て
い
る
事
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
 

あ
な
た
の
体
力
、
検
査
等
は
い
か
 

が
で
し
た
か
？
 

ガ
ン
検
診
等
の
結
果
は
3

、
4

週
 

間
後
に
通
知
し
ま
す
。
 

「
異
常
な
し
」
 

の
方
は
、
ま
ず
は
安
心
で
す
が
、
今
 

後
も
引
き
続
い
て
、
検
診
を
習
慣
づ
 

け
て
い
き
ま
し
よ
う
。
 

「
要
注
意
、
要
精
密
」
 
の
結
果
の
場
 

合
は
、
必
ら
ず
も
う
一
度
指
示
に
従
 

い
、
指
定
の
病
院
で
検
査
を
受
け
ま
 

し
よ
う
。
 

費 
オッこれは若いノ 体力測定 

て
い
か
ね
ば
…
。
と
自
分
自
身
の
反
 

省
に
も
な
り
ま
し
た
。
 

論気麟金~膏鋤鳶「蕊鶴ふ驚織愈義ず 
細町』1曳旦二勝’産紗’ニーニ~ぞノこ一 ．：磯じごニーW戸＆ン~ 

麟織麟綴麟織 

ご
協
力
し
て
下
さ
っ
た
皆
様
あ
り
が
 

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

住
民
の
皆
さ
ん
も
、
ご
自
分
の
健
康
 

に
気
を
つ
け
、
更
に
体
力
を
つ
け
て
、
 

い
つ
ま
で
も
は
つ
ら
つ
と
し
た
人
生
を
 

今
回
は
じ
め
 

て
の
歯
科
検
診
相
談
も
好
評
で
、
子
供
 

さ
ん
が
が
ん
ば
っ
て
歯
み
が
き
の
練
習
 

を
し
て
い
て
、
ほ
ほ
え
ま
し
く
思
い
ま
 

し
た
。
自
分
自
身
の
歯
は
、
今
後
一
生
 

大
切
に
し
ま
し
よ
う
。
 

健
康
弁
当
試
食
会
に
は
、
食
振
会
の
 

皆
さ
ん
に
腕
を
ふ
る
っ
て
い
た
だ
き
、
 

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
減
塩
食
に
大
変
喜
 

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
自
分
の
食
生
活
 

を
見
直
し
た
い
」
 

「
薄
味
の
割
に
美
味
 

し
い
」
と
か
「
こ
れ
か
ら
減
塩
に
気
を
 

つ
け
た
い
」
な
ど
、
心
暖
ま
る
ご
意
見
 

を
書
い
て
も
ら
い
、
こ
れ
か
ら
私
た
ち
 

が
ま
だ
ま
だ
努
力
し
て
普
及
活
動
を
し
 

「
先
生
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
き
 

ま
っ
せ
ん
ば
い
」
介
護
コ
ー
ナ
ー
 

送
っ
て
い
き
ま
し
よ
う
。
 

参
加
人
員
は
次
の
通
り
で
す
。
 

（
延
人
数
）
 

大
腸
ガ
ン
検
診
 

肺
ガ
ン
検
診
 

胃
ガ
ン
検
診
 

子
宮
ガ
ン
検
診
 

乳
ガ
ン
検
診
 

栄

養

相

談

 

体
力
テ
ス
ト
 

歯

科

検

診

 

フ
ッ
素
塗
布
 

健

康

相

談

 

リ
ハ
ビ
リ
看
護
 

血
液
型
検
査
 

健
康
弁
当
試
食
会
 

他
諸
検
査
 

延
人
数
 

1095 150 256 52 59 7 27 54 46 52 45 54 67 59 109 
人 

ノ、 人 人 入 人 入 入 ノ、 入 人 人 人 人 ノ、 
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